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1．はじめに

本報告は、秋田県内の植物（鮮苔類）相を

明らかにする目的で、「湯沢・雄勝の鮮苔類

相」「駒ヶ岳の鮮苔類相」に続くものである。

乳頭山（標高1,478m)は、秋田県と岩手

県の境界にあるアスピトロイデ型の火山であ

る。山頂に至るコースは、一般的には秋田県

田沢湖町の乳頭柵泉郷から黒湯温泉、係六温

泉、蟹場温泉の各コースが知られているが、

秋Ill駒ヶ岳からの縦走コースや岩手県雫石町

の葛根田の滝ノ上温泉からのコースもある。

本報告の調査範囲は海抜500mの乳頭温泉

郷から山頂までと鶴の湯温泉から小白森

(1,144m)を経て大白森(1,216m)に至る

コース、山頂から駒ヶ岳に至るコースの旅森

山(1,541m)・熊見平まで、東は岩手県雫

石町千沼ヶ原までの範囲である。

全体的にはブナ帯であるが、部分的に。ナ

ラ林やスギ人_[林が混在している。ブナ林は

海抜1,200m位まで見られ、その上にはオオ

シラビゾ林があり、1,300m位からアカミノ

イヌツケ、ダケカソバ、コミネカエデなどを

主とする低木林が構成されている。駒ヶ岳は

岩壁地形や火Ill牒地が多く乾性植生が多いの

に比して、乳蚊Ill山頂付近は、なだらかな地

形でイワイチョウやヒナザクラの優占する湿

原群落が広がり、その周[Illにニッコウキスケ

などの高茎草本群落、ハイマツ群落など見ら

れる。特に、大|をl森や小白森の山頂部、千沼ヶ

原には典型的な高層湿原が発達している。

なお、一部の標本の同定に関してご指導．

助言を下さった安藤久次博士、鈴木兵二博士、

水谷正美博士、故井上浩博士に厚く御礼申し

あげる。

2．調査の概要

本報告は、1975.07.23,1975.09.14,1979.

08.08,1979.08.12,1993.08.27の調査に基

ずくものであり、33科88種が確認された。

＜ブナ帯＞田沢湖高原から海抜1,200m位

までブナ林が続いているが、山麓には。ナラ

林、スギ植林などがモザイク状に分布してい

る。そのブナの樹幹にはAtric〃"邦z"”"α加加

タチゴケ、厨SSI血"s〃ﾉt/earnで"sミヤマホウ

オウゴケ、Dicramun猟河〔た”γ･hakkoc九？"s2タ

カネカモジゴケ、aotacrispaカラフトキソ

モウゴケ、Pterigymnd畑加β"ん"”ネジレ

イトゴケ、Fru"αmα池"scicolαカラヤスデゴ

ケ、ハ化izgenaconﾉ〃galauaγ・ノαpoiiicaヤマト

フタマタゴケ、動"/αyα〃"〃“〃チャポスズ

ゴケなどが着生し、その林下にはPogりiial況加

c〃"("が"1コセイタカスギゴケ、Pogonat〃"”

α加7"“噸セイタカスギゴケ、Die7てz7fz"”ﾉα加71

1α"〃シッポゴケ、Rﾉnzo"m""nmagmfol畑"z

セイタカチョウチソゴケ、ふり/舵》で"αﾉzF"〃"ノ

カガミゴケ、7ｿz"〃""〃たα"”αFトヤマシノ

ブゴケなどが見られる。

<m高山性針葉樹林帯＞

駒ヶ岳には発達しないが、この乳頭山から

北の八甲田山までは亜高Ill性針葉樹林として
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オオシラビソ群落が発達している。尾根添い

に成立する本群落は、湿潤気流が多くあたり、

各樹木には着性蘇苔類が多い。その中で代表

的な種はTracﾉtycystisflage"αﾉγsエゾチョ

ウチソゴケ、Blepharosto池α〃""z4sチャボマ

ツバウロコゴケ、此zzα"iαね”"j“ヤマトム

チゴケ、比zzα戒αtrilobααエゾムチゴケ、Sr

apamαα"ゅ"afaオオヒシャクゴケ、Plagiocﾉit

/α(ﾌ”"ん"αマルバハネゴケなどである。

＜雪Ill群落＞本山地の特色は、LU頂部に発

達した雪Ill群落である。湿原の榊成に重要な

ミズゴケ類は13種類が州認できたoSphα邸加

mcompac加加キダチミズゴケは、県内では乳

頭山・八幡平・森吉山の分布が知られている。

雪旧のイワイチョウーヒナザクラ群落には、

8

S"Zagmimnemmで況加ｽギバﾐズゴｹ､Sphag

mmI"だ"zｨ肌ワタミズゴケ、S雌α段醗"zα〃“

/α伽"zサソカクミズゴケ、S"mgi""〃β“”sz《

"2アオモリミズゴケなどが広く生育し、特

に小白森のスギバミズゴケの紅葉した群落は

景観的にも素晴らしい。やや高層湿原状のa

地には、sp加印z""z"〃"OS"瓶イボミズゴケ

が基盤を作り、その上にSphagnum加α摩"α"i

α"72ムラサキミズゴケが群蕗を形成している。

湿原の'I'の浅い池にはS"んαg>"""“z”ssα"g〃

sesubsp.gmvassα"g"S2カ．ヅサソミズゴケが

見られる。また、湿原の周mのミズバショウ

やコバイケイなどの高茎草本のドにはSphag

j剛"!SO"〃γ“""2ウロコミズゴケ、SPﾉZag"z"〃

gﾉ深"”ﾉ"2〃ホゾバミズゴケなどが見られる。
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3．解苔類目録

※記載は'学名・和名（著者標本番号・生育基盤・海抜高度）の順である。

Musci蘇類

Sphagunaceaeミズゴケ科

sp勉段鯉加α〃adα加加Lindb・サソカクミズゴケ(No.1184、腐植士、1350m)

(No.1196,腐植士、1300m)(No.1446、腐植土、880m)(No.1447、腐植土、880m)

(No.1475、腐植土、1150m)

S雌αgym柳αispidatumEhrh.ハリミズゴケ(No.1454、腐植上、1150m)

Splwp7鯉加compadumLam・etCand.キダチミズゴケ(No.1166，腐植lz、1260m)

(No.1170、腐植土、1240m)(No.10818、腐植土、1450m)

S雌αgｿ"ｲ脚flexiiosumDozyetMolk.アオモリミズゴケ(No.1443、腐植｣二、880m)

S"鯉̂ 池畑叙ﾉ窪7zSO九"〃Russ.ホソバミズゴケ(No.1460、腐植土、1150m)

(No．1461、腐植土、1150m)(No.1190、腐他土、1300m)(No.1191、腐植上、1300m)

(No.1177、腐植土、1260m)

Sphagn""im"αzssa阿潅"ŝ Warnst.subsp.guwassanenseH.Suzukiガッサソミズゴケ

(No.10033、腐植土、1450m)(No.1468、腐植土、1150m)

SphagLom版〃Zα雛"α”α"〃Brid.ムラサキミズゴケ(No.10820，腐植土、1450m)

S肋α創鯉"z〃2"""""1Scop.スギバミズゴケ(No.1186、腐植上、1380m)

(No.1462、腐植土,1150m)(No.1180、腐柚l:、1260m)(No.1195、腐植土、1300m)

S"mgtiimpalustreL.オオミズゴケ(No.1441、腐植土、880m)

(No.1459、腐植上、1150m)(No.10810、腐植｜を、1450m)

S"?α醗湖"npapillosi"〃Lindb.イポミズゴケ(No.1168、腐植土、1240m)

(No.1449、腐植土、1150m)(No.1188、腐械｜Z、1400m)(No.1179、腐植上、1270m)

S〃lag""7”7めぞ"""iWils.ウスベニミズゴケ(No.10823、腐植’二、1450m)

Splmg""〃sQuarrosumCromeウロコミズゴケ(No.1197、腐柚t，1380m)

S帥αg>秘"〃tenelli""Eiirh.exHoffm.ワタミズゴケ(No.10822、腐植土、1450m)

(No.1470、腐植土、1150m)(No.1164,脚柚｜き、1260m)(No.1442、腐植士、880m)

Polvtrichaceaeスギゴケ科

Alric/"""z"雌"α""〃(hedw.)P.Beauv.タチゴケ(No.1920、ブナ樹幹、860m)

Pogmia""wconlorti"〃(Brid.)Lesq.ユセイタカスギゴケ(No.1142,柚｜そ、830m)

(No.1974、腐植士、1380m)

Po印ﾉ”""”伽β“""I(Lindb.)Lac.コスギゴケNo.1140,柚'二、830m)

(No.4842、植上、650m)

Po“ﾉzα"""ﾉα加7"α"〃Sull・etLesq.セイタカスギゴケ(No.no，操、500m)

(No.1849、磯、1200m)(No.4841、植fc、650m)(No.1851、￥ﾄ畦、1250m)

(No.4830、械土、1450m)

Polytriciiastmmformos"ﾉ〃(Hedw.)G.L.Smithオオスギゴケ(No.1139、植土、830m)

Polytrk、ﾉ""〃(､0"""z"jeL・exHedw.ウマスギゴケ(No.1141,M’二、830m)

(No.4907、腐植上、1218m)
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Pol別"C”"2spliaerotﾉwc""〃(Besch.)C.Muell.タカネスギゴケ

(No.4826,際、1300m)

Fissidentaceaeホウオウゴケ科

Fissi“"s陸ﾉ"2α《〃ensBesch.ミヤマホウオウゴケ(No.1919、ブナ樹幹、830m

DitrichaceaeキソシゴケドI

D"〃C/""〃pallidum(Hedw.)Hampe.キソシゴケ(No.1161,＃f̂ .830m)

Bryoxiphiaceaeエビゴケ科

Bryoxiph""〃〃()ﾉ沌印α"〃(Brid.)Mitt・subsp・iaponicum(Berggr.)LoveetLove

エビゴケ(No.Ill，岩確、500m)

DicranaceaeシッポゴケドI

Diavi"""βα雛//α花Hedw.ヒメカモジゴケ(No.4817、スギ剛幹、1400m)

α"α噸""たiscescensTurn.チヤシツポゴケ(No.1846,蝶、1200m)

(No.4829,値｜言、1400m)

Dicrai""〃ﾉα”"α"〃Mitt.シツポゴケ(No.122、岩確、500m

Diaaﾉ""nleioc〃"z"〃Card.ナスシッポゴケ(No.10812、オオシラビソ樹幹、1350m)

Dicramimmαﾉ":sTurn.チシマシツポゴケ(No.4814，スギ|封'緋、1400m)
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αc7n”加醜ride(Sull・etLesq.)Lindb.var.hakkodense(Besch.)Tak.

タカネカモジゴケ(No.118,蝶、500m)(No.10803、ブナ樹幹、1350m)

刀で"latodoncampylodiumBesch.エゾナガダイゴケ(No.10810,砂士、1400m)
Grimmiaceaeギポウシゴケ科

Cosα池｡b""〃"""SMildツバナゴケ(No.4795、岩壁、1460m)

RImcomitriumcanescens(Hedw.)Brid.スナゴケ(No.1156,蝶、830m)

Rhacomitriu加血”α"αﾉで(Hedw.)Brid.var.atrovirideCard.ナガエノスナゴケ

(No.4893、腐植士、1210m)

砂α”"z"ﾉ加刀z/leterostichum(Hedw.)Brid.クロカワキゴケ(No.4800、岩壁、1400m)

R/zα、""伽況加/α池哩加S""z(Hedw.)Brid.シモフリゴケ(No．1478、腐植土、1150m)

(No.4899、腐植土、1218m)

Bryaceaeカサゴケ科

3W"〃erythrocar加nSchwaegr・アカミノハリガネゴケ(No.4820、岩壁、1470m)

Poh"αelongataHedw.ナガヘチマゴケ(No.4805、植上、1300m)

(No.4832,値上、1400m)

Mniaceaeチョウチソゴケ科

”""ﾉ〃/leterophyllum(Hook.)Schwaegr.コチヨウチソゴケ(No.123，蝶、500m)

研izo"""""1magiiん"z"〃(Hedw.)Kop・セイタカチョウチソゴケ(No.136、牒、500m)

(No.1829、植士、1380m)

ノ刊lizo"""""”“""〃(Brid.etWilliams)Kop.ケナシチョウチソゴケ

(No．1190,柚土、1380m)

7~>ロ"lycystisβαgellaris(Sull.etLesq.)Lindb.エゾチョウチンゴケ

(No.1832、オオシラビソ樹I伸、1380m)

Aulacomniaceaeヒモゴケ科

A"laco"""""Ipalustre(Hedw.)Schwaegr.オオヒモゴケ(No.1476、腐植士、1150m)

Orthotricaceaeタチヒダゴケ科

Ulotacrispa(Hedw.)Brid.力ラフトキソモウゴケNo.10805、ブナ樹幹、1350m)

Climaciaceaeコゥヤノマソネソグサ科

Plei."ひziopsisﾉndhenica(Weinm.)Kindb.フジノマソネソグサ(No.113，蝶、500m)

(No.4906、腐植士、1218m)

Lembophyllaceaeトラノオゴケ科

Dolichomitriりpsiscrei""αtaOkam.ﾐドﾘｲﾇｴポｳｼゴｹ

(No.1925、ブナ樹幹、830m)

、G"(zO""/ﾉiopsisdi舵応'んrmis(Mitt.)Nog.コクサゴケ(No.127,喋、500m)

Dolicho"""acym〃ん"a1(Lindb.)Broth.トラノオゴケ(No.4819、岩壁、1470m)

Leskeaceaeウスグロゴケ科

Pterigynαﾉ〃ﾉ7"〃β"formeHedw・ネジレイトゴケ(No.10034、ブナ樹幹、1350m)

Thudiaceaeシノブゴケ科

』ﾉz(ﾌ"lod伽〃z加or(Hedw.)Lindb.subsp.integerrimus(Mitt.)Iwats.

ギポウシゴケモドキ(No.1151、ミズナラ樹幹、850m
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動z"αyα加"tenii(Broth.)Card・チヤボスズゴケ(No.1922、ブナ樹幹、820m)

(No.10804、ブナ樹1幹、1350m)

7~ｿ%tdd加加加"edaeSak.I､ヤマシノブゴケ(No.1923、ブナ樹幹、820m)

TｿII“""〃spaだノル"2"〃(Mitt.)Jaeg.チャボシノブゴケ(No.4909、腐植土、1218m)

Amblystegiaceaeヤナギゴケ科

Drepanocladusexannulα畑:s(B.S.G)Warnst.ミヤマカギハイゴケ

(No.1473、腐植土、880m)(No.4908、腐柚士、1218m)

Pleuroz""〃S〔、hreberi(Brid.)Mitt.タチハイゴケ(No.1848,磯、1200m)

Brachytheciaceaeアオギヌゴケ科

Brachythec畑"z伽C/zα"α"〃(Hook.)Jaeg.ナガヒツジゴケ

(No.1149、ミズナラ樹枠、850m)

＆'“ﾉlythec"""ﾉimlareB.S.G.タニゴケ-(No.115,蝶、500m)

Myurocladamaximoviczii(Broth.)SteereetSchof.ネズミノオゴケ

(No.19、岩壁、500m)

Plagiotheciaceaeサナダゴケ科

PIa獣り"z鈍加"zα"湖ん/""〃Schlieph.exLimpr・ナンブサナダゴケ

(No.1126、岩壁、850m)

PIα甑otiiec""〃“〃Pﾉlylh"〃(Card.etTher.)Iwats.オオサナダゴケモドキ

(No.132，蝶、500m)

Sematophyllaceaeハシボソゴケ科

励り"zどノゼ"α〃enonii(Duby)Fl.カガミゴケ(No.1135,＃fiI蔦、830m)
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Hypnaceaeハイゴケ科

Hypni"〃Sα紬rai(Broth.exSakurai)Andottベニハイゴケ(No.1830、植士、1380m)

Hypiu""fuiiyamae(Broth.)Parisフジハイゴケ(No.10817、腐械'二、1450m)

(No.10859、ブナ樹幹、830m

〃y"I""'Ipallescens(Hedw.)P.Beauv.キノウエノユハイゴケ(No.134、ブナ枝、500m)

Hypni"〃pi""2“ルノ抑î -Wils.ハイゴケ(No.117、岩壁、500m)

Hypni""〃isto－脚"虚(Broth.)Parisイトハイゴケ(No.4827、腐植士、1300m)

(No.4816、スギ樹幹、1400m)

Rhytidiaceaeフサゴケ科

Goll〃"α〃哩加Sfl(Mitt.)Broth.シワラッコゴケ(No.4808,柚｜私、1400m)

ノWz-y/城α〔〃Pﾉ'msﾉα""『ais(Reim.)Kop.コフサゴケ(No.120,蝶、500m)

Hepaticae苔類

Blepharostomataceaeマツバゥロュゴヶ科

Blep〃αﾉりstoma〃"""sHorik.チャポマツバウロコゴケ

(No.10809、オオシラビソ鮒枠、1400m)

Lepidoziaceaeムチゴケ糾

Bazzaﾉ"αα"z"gta(Lindb.)Trev.var.oiifo"a(Steph.)Hatt.ターマゴバムチゴケ

(No.1845,蝶,1200m)

Pjazzα"jα〃ponica(Lac.)Lindb.ヤマトムチゴケ

(No.10813、オオシラビソ樹'I味、1350m)

Bazzaﾉ"α〃"obata(L.)S.Grayエゾムチゴケ(No.10807、オオシラビソ樹幹、1400m)

Bazzaﾉ"αyosinα鯉ﾉm(Steph.)Steph.ヨシナガムチゴケ(No.487、スギ樹幹、700m)

Le〆伽ziaﾉeptα"s(L.)Dum.ハイスギバゴケ(No.10851，磯、1200m)

Calypogeiaceaeツキヌキゴケ科

Calypogeiα"eesiαﾉm(Mass.etCar.)K・MueU.ミヤマホラゴケモドキ

(No.1123、腐植土、800m)(No.1831、柚士、1380m)

Calypogeiatosα"a(Steph.)Steph.トサホラゴケモドキ(No.1194，値i畠、1300m)

(No.4825、腐植土,1400m)

Jungermanniaceaeツポミゴケド:l

Nardias"帥〃〃(Lac.)Steph.アカウロコゴケ(No.10814,腐M12、1450m)

Marsupellaceaeミゾゴケド-[

A伽（"澱"αF"zαﾉ津"αtaDum.subsp.〃ｲ伽/osaN.Kitag.タカネミゾゴケ(No.516，蝶、

Scapaniaceaeヒシャクゴケド¥-

Diplophyll""Iα"(ﾉﾉewsiiEvansマルバコイゴケーモドキ(No.1914、腐柚’2，1380m)

Scapaﾉ"ααﾉ”"αtaSteph.オオヒシヤクゴケ(No.4801、クロウスゴ枝、1470m)

(No.4818、スギ樹I粋、1400m)(No.10806、オオシラビソ樹1幹、1400m)

Scapaniα〃ﾉI〔〃α/"ﾉ〃(L.)Dum・ムサキヒシヤクゴケ(No.489、蝶、700m)

(No．10853，B-b、1380m)

Lophoziaceaeウロコゴケド̂ 1-

－ 1 3 －

700m)
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Lopkozia血"河αnaSteph.フォウリィイチョウウロコゴケ

(No.10808、オオシラビソ樹幹、1400m)

〃上zγ"iα""z"sflotou"αnus(Nees)Neesタカネカマウロコゴケ(No.8480、岩壁、560m)

Plagiochilaceaeハネゴケ科

Plagioc"/α0”"ん"αMitt.マルバハネゴケ(No.1907、オオシラビソ樹幹、1340m)

(No.10811、オオシラビゾ樹幹、1350m)

Cephaloziaceaeヤバネゴケ科

Cladopodi況加β""α"5(Nees)Joerg.ウキヤバネゴケ(No.4892、腐植土、1210m)

Radulaceaeケビラゴヶ科

Radulαα呪だadataSteph.．ミミケビラゴケ(No.114、岩壁、600m)

Dilaeneaceaeミズゼニゴケ科

Calyadαγiα〃ispii"αMitt.ミヤマミズゼニゴケ(No.10854、植土、1380m)

”"α"ciniaUmgispinaSteph.クモノスゴケ(No.1832、植土、1380m)

Metzgeriaceaeフタマタゴケ科

MetzgeriaconjugataLindh.subsp.japonica(Hatt.)Kuwah.ヤマトフタマタゴケ

(No.1928、ブナ樹幹、830m)

＜参考文献＞

日本産タイ類ツノゴケ類チェックリスト(1969)水谷・服部鮮苔地衣雑報Vol.5,No.3

II本産ケビラゴケ属苔類の種類(1979)111m耕作鮮苔地衣雑報Vol.8,No．5;

日本産鮮類の検索(1982)関根雄次豊焼吾館；

原色日本鮮苔類図鑑(1984）岩月・水谷保育#|:；

東北地方のハイゴケ類(1984)安藤久次｜到立科学博物館専報(No.17):

IllustratedMossFloraofJapan5～8(1987～1991),AkiraNoguti,HattoriBotanical

LaboratorvI

CatalogofTheMossesofJapan(1991),ZennoskeIwatsuki,HattoriBotanicalLaboratory

秋田県産鮮苔類目録5～8(1979～1986)高橋祥祐秋田自然史研究(No.11,12,15,20);

湯沢・雄勝地域の蘇苔類相(1990)高橋祥祐秋|Ⅱ県立博物館研究報告(No.15);

秋田県駒ケ岳の鮮苔類(1993)高橋祥祐秋田県立博物館研究報告(No.18);

－14－


